
○　平成３０年度サポート事業採択一覧 H31.1.8現在

１　一般枠

1
新
規

大西暢夫作品を通した只
見町文化交流事業

笑（え）むでるく
らぶ
（只見町）

過疎、少子高齢化が進む中、町民が只見を見つめ直し、生活や文化
を再考するため、只見町の暮らしと共通点が多い映画監督等の作品
の朗読会等を開催する。

H30.4～H30.12

2
新
規

日ノ町田島 和太鼓で繋
ぐ未来創生事業

會津田島太鼓保存
会
（南会津町）

南会津町田島の伝統芸能である和太鼓を活用し、地域住民の健康増
進や町の魅力発信を目的とした太鼓教室を開催する。また、町の歴
史や資源を盛り込んだ創作曲を作成、披露する。

H30.4～H31.3

3
新
規 南山木地師伝統の継承

南山郷人（さとび
と）の会
（南会津町）

木地師の伝統が残る南会津町において、木工ろくろの技術の習得や
町内外でのPR活動により、交流人口の拡大や地域の活性化を図る。

H30.4～H31.2

4
継
続
2

しもごろーカードを利用
した地域コミュニ
ティー・交流推進事業

下郷町商工会
（下郷町）

商店街の共通ポイントカードを活用し、町内を巡るポイントラリー
等を実施することで、商店街の振興、地域コミュ二ティーの活性化
を図る。

H30.4～H31.3

5
継
続
2

星なじょ!!会津高原星宙
ナイトツアー

会津高原星宙プロ
ジェクト推進協議
会
（南会津町）

地域が一体となり、新たな参加型事業による地域の活力向上を目的
として、地域のゴルフ場やクラブハウスを活用した星の鑑賞ツアー
を実施する。

H30.4～H30.11

6
継
続
2

奥会津只見戊辰150周年
記念事業

奥会津只見戊辰150
周年記念事業実行
委員会
（只見町）

平成30年に戊辰150周年を迎えることから、只見町における戊辰の歴
史・史跡の啓発を図るため、企画展や町内シンポジウム、関連ツ
アー等を実施する。

H30.4～H31.3

7
継
続
2

ヤマザクラ1万本の里づ
くり事業

ヤマザクラ1万本の
里づくり実行委員
会

南会津町内に多く自生するヤマザクラの植樹祭に加え、植栽木の管
理のための研修による人材育成を行うことで、次世代に美しい景観
を引き継ぎ、交流人口の拡大を図っていく。

H30.4～H31.3

8
継
続
3

〝天空の古道”歴史の
道・会津中街道交流事業

歴史の道・会津中
街道交流実行委員
会
（下郷町）

「会津中街道」に関わる歴史遺産、日光国立公園に関わる自然遺
産、那須岳一帯の山岳信仰に関わる文化遺産を活用したトレッキン
グツアーを実施し、会津側（下郷町等）と北関東側（奥那須等）と
の連携による交流人口の増加や地域の活性化を図る。

H30.4～H31.3

9
継
続
3

南会津の地酒の宴～花鳥
風酒～

地酒で乾杯プロ
ジェクト
（南会津町）

地域資源である地酒の普及を図り、地産地消のみならず域外からの
観光誘客につなげるため、南会津町乾杯条例施行日に町内でイベン
トを実施するほか、冬期に町内外の地酒をきっかけとした交流事業
を展開する。

H30.4～H31.3

1
0

継
続
3

福島と新潟を結ぶ食の祭
典事業

福島と新潟を結ぶ
食の祭典事業実行
委員会
（只見町）

八十里越開通を見据えて、福島と新潟の交流事業を実施する。食を
テーマにしたイベントを実施し、新潟からの出展・参加者を募る
他、新潟のイベントへも出店を行う。併せて、新潟県側と町内事業
者の交流を図り、経済面での結び付きを強める。

H30.6～H30.11

２　市町村枠

1
新
規

下郷町観光磨き上げ推進
事業

下郷町

震災、原発事故以降落ち込んでいる観光客数の回復のため、観光の拠点で
もある大内宿を中心に、インバウンドを考慮した強化を行い、観音沼森林
公園や日暮の滝周辺の環境整備と、鉄道やバス等の交通面での強化を連携
して行う。

H30.4～H31.3

2
新
規

「自然首都・只見」ブラ
ンド化推進事業

只見町
「自然首都・只見」のブランド化を推進するため、全国ブナ林フォーラム
の開催、地域人材育成、誘客促進、体験フィールド整備を実施する。 H30.4～H31.3

3
新
規

～檜枝岐からの尾瀬ＰＲ
事業（公共交通機関利用
促進事業）～

檜枝岐村
首都圏から公共交通機関を利用した来村方法をガイドチラシ、テレビ番
組、YouTubeにてＰＲ（県新規事業と連携）することで、公共交通機関を
利用した来村者の増加を図り、観光客数の増加を目指す。

H30.4～H31.2

4
新
規

南会津町観光情報発信事
業

南会津町

南会津町の認知度向上のため、魅力ある観光素材を取り上げた町民参加型
のＰＶを作成する。平成30年度は、撮影地となったところをfacebook等へ
掲載することで、情報発信の下地を形成する。平成31年度から動画を発信
する。

H30.4～H31.3

番
号

新
規
・
継
続

事     業     名 事 業 主 体
（市町村）

事    業    概    要 実施時期



３　集落等活性化枠

1
新
規 大内宿茶会

大内区
（下郷町）

大内宿茶会や作法（所作）教室の実施等、近年の「見る観光」から
「体験型観光」へといった観光に対するニーズの変化に対応した企
画を実施し、観光客の増加を図る。

H30.4～H30.12

2
新
規

大学生と協働の地域づく
り事業

大桃区
（南会津町）

計画策定事業
「大桃舞台」を利活用した交流人口の拡大をテーマに、住民と大学
生と協働で地区の文化財や温泉、景観等の地区資源を有効活用し、
イベントの充実化を図ることで、交流人口の拡大による地区活性化
を目指す。

H30.5～H30.12

3
新
規

地域資源を活用した里づ
くり事業

耻風区
（南会津町）

計画策定事業
「地域資源を利活用した交流人口の拡大」をテーマに、６次化や、
教育旅行等により、交流人口の拡大による地区活性化を目指す。

H30.5～H30.12

4
継
続
3

「故郷なかあらい郷土史
及び目で見る歩み」発展
事業

中荒井区
（南会津町）

地域のこどもがふるさとを再認識し愛着を持てるよう、昨年度に発
刊した郷土誌に記録された史跡等の解説看板を設置、それらを巡る
ふるさとウォークを実施する。

H30.4～H30.12

5
継
続
3

”素敵な食空間”による
十文字地区の魅力と元気
の創造事業

十文字区
（下郷町）

地域資源である高原そばを活用したそば祭り開催、地域拠点の集客
力向上、６次化商品生産設備の拡充、地域ブランド化の推進を通し
て、農業と観光の連携による地域活性を図る。

H30.4～H31.3

6
継
続
3

かたくりの里桑取火活性
化事業

三ツ井区
（下郷町）

地区内に群生するかたくりをPRし、来場者との交流機会を増やし、
地域の活性化を図るため、ガイドやコース整備のほか、他地域への
視察研修、高原植物等の勉強会を実施する。

H30.4～H30.12

7
継
続
3

大学生と都市住民との連
携・協働による集落再生
元年事業

布沢区
（只見町）

「小さくても価値ある集落づくり」を目標に、遊休里山を活用した
山菜園の整備、荒廃水田畑地を再生し景観づくり等に取り組む。

H30.4～H31.3

４　健康枠

1
新
規

「只見健康経営大学」創
立事業

特定非営利活動法
人ただみコミュニ
ティクラブ（只見
町）

大学を模した形で健康セミナー等の一般授業やクラブ活動等の課外
活動、運動会や健康アカデミー等を継続的に実施する、「只見健康
経営大学」を創立し、健康向上を図る。

H30.4～H31.3

５　地域資源事業化枠

1
継
続
3

ただみ特産品米焼酎つく
りプロジェクト事業

合同会社ねっか
（只見町）

只見の特産品である米に着目し、空き家を活用した生産拠点で米焼
酎つくりに取り組む。農家の収益向上と新しい雇用機会を創出す
る。

H30.4～H31.3

2
継
続
3

森の恵み「アロマ」によ
る地域活性化事業

ＮＰＯ法人南会津
はりゅう里の会
（南会津町）

針生地区の森林内に自生している植物を利用したアロマ原料の収集
と生産を行う。また、耕作放棄地や遊休地を活用し、原料の栽培を
行う。

H30.4～H31.3

番
号

新
規
・
継
続

事     業     名 事 業 主 体
（市町村）

事    業    概    要 実施時期


